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　4）白色火山岩の下盤の両輝石安山岩中に富鉱部が存

一することは從来の実績の示す所であり7新鉱床賦存地帯

として第9号脈の西南方地域，第1号脈の北側地域に探

・1査を進めること0

　　　　　　11．、1総［括
　1）大肖鉱山附近の地質は主に両輝石安山岩・白色火

山岩・斑状紫蘇輝石安山岩の順序に盗流した新第三期の

㌦も熔岩（一部岩株）よりなる0

　2）鉱床は両輝石安山岩（変朽安山岩）中の浅成裂罐

”充蚤含金石英脈で，N40◎｛・60。E走向の9條の平行鉱脈

、がある。

　3）第3号脈およびぞの枝脈は，：N30。EどN600E

め2方向の裂罐系に滑つてできた鉱脹で，両系の落合う

肴附近に富鉱部が存する。

　4）一般に上部が高品位で，富鉱部の高低差は約140

颯である0
5）白色火山岩は帽子岩（cap　rock）の役目をなすも

のと考えられ，その下部の変朽安山岩との接触部附近の』

変朽安山岩中に富鉱部がある。

6）鉱脈は縞歌構造・角礫駅構造・網歌構造等をなし．

鉱石は自然傘・輝銀鉱・微量の黄鉄鉱・黄銅鉱・輝安鉱・

S㌻ibionitQ（？）・辰砂・雄黄等よりなり，脈石は石英の外

方解石・永長石等よりなる。

7）含金品位1’》2，000gr／t，平均10《・50gr／to

Au：　Ag＝100：85

　　　　　　丈　 献

1）池田富雄：大口鉱山附近の地質鉱床，九大進論，

　口召禾021年．

2）山本敬：大口鉱山ス地質および鉱床（予報）ぞ地質

　学雑誌，昭和25年．
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丹波地域の燈材珪石　各説その一　市島酒梨地匠

岩生 周一㌦「安斎　俊男鞘・岡野　武雄繍

R6sum6

二Refractory　Brickl　SiIic我Stone　Deposits

　in●the　Tanba　District　Ichijim撫

　　　　　S紐nase　Are我　、

by

　　　S．Iwao，T。Ansai＆T．Okano

　　亙n　this　report，the　description　is　con五箪ed

”to　the　deposits　of　the　Ichijima－Sanase　area，

びthe　most　typical　ones　with　low　angle孟ncli一

』nation．Schematiσand　partial　detailed　geo・

10gic　maps　ar6also　presented．

　　　　　　工特　徴
　1開発の歴粟が丹波地域で最も古く（約40年聞），現

・1在に至る迄李均最も良質の鉱石を産出し続けている。ま

’た産額と出鉱品質の変化が坪較的少い◎

　2鉱床の構造は標式的な横臥型を示し，断暦のため

・に稽々複雑である。

’3鉱石は我國において最も標式的なものが多く，い

箒わゆる丹波「特級」の壼地として有名であるo

＊鉱床部非金薦課畏　怒鉱床部

，4鉱床の開発は既に露天掘りの段階を過、ぎ，坑道掘

りを主とし，特に酒梨においては新たな鉱体を坑内に求

めて開発を続行せねばならぬ状態にある◎

5　國鉄市島駅に近く，搬出の便は丹波地域中で最も

恵まれている0

6鉱床の開発が進んでいるので，鉱床の駄態を知る

のに好都合である。

　　　　2．地質構造と鉱床の分布

1．秩父古生暦は幾つかの局部的の向斜構造および背

斜構造を俘うが，大局的には第1図に示すよ、うにNW

’》SE方向の軸を持つ緩い向斜構造を呈して“る。

2．市島地区においては図示するような二，三の小断

暦が推定される。

3．見掛上の暦序は総読において述べた通りであつ

て，酒梨鉱床群においてこの関係は明瞭である。市島鉱

床群が酒梨鉱床群と正確に同一の層位にあるものかどう

か明らかでないが，略々，同一であろう事は鉱床群の上下

盤の岩相の種類から見て推定可能である。酒梨鉱床群の

上位にある白色チャート暦は常に顯著な白崖を形作…り，

key　bedとなる。また，鉱床群の下盤に沿つて黒色千枚

岩が発達する。

4．酒梨鉱床群は赤チャート暦に相俘つて産し，しか・』

12一（458）
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第1圖　酒梨及び市島地国地質略圖（岩生）

もN寧覇らSWへ押上げた緩傾翁逆断暦面を充して生

じたと解釈されることは総読で述べた。

　5。市島鉱床群に件つては輝緑岩の禿蓬が極めて顯著

である。しかし緩傾籍断暦との関係は明らかでない◎

　　　　　　　3・F酒梨鉱床群

　，1．総読において逡べたような3枚の上下に重なり合

つた鉱床群が明らかに認められ，この中，中部のものが

1最も発達良好である（第2図）。

　2．鉱床の形から緩傾斜逆断厨の推定ができるもの

　例　乙河内，赤岩，新宮の各鉱床。乙河内鉱床におい

ては向斜構造とthrustの構邉とが組合されている0

　3． 鉱床が南北の断暦で裁られ，その東牛部が南側へ

ずれたもの

　例　」号山，品川一号山，、桑の木，新宮の各鉱床

　4．構造が優雑で鉱床の形態との関係が充分に把握で

きないもの

例杉山各鉱床
　このような部分では鉱床形成後の．「もめ」も甚しく，，

鉱石は粉鉱になり易い。

　　　　　　4。市島鉱床群、
1．酒梨地区におけるような3枚の鉱床群は認められ

ず，局部的に見掛上2枚の重なり合いが見られるだけで

ある（第3図）o

例　土井市島および富士市島

2。輝緑岩の発達が非常に顯著で・その一部はチャー

トを貫いている（例　冨士上垣山）◎、しかしこの場合でも

ほとんど常に鉱床のどこかに多少のチャート（「千枚」と

称される）を件1つている0

　3」鉱床の上下盤の鉄質石友岩層の発達はほとんど見

られないが，鉱石中に同様な石友岩を混入し石荻質鉱石

137一（459）
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第1表 丹波酒梨市島地区鉱山別一覧表

第2圃　酒梨鑛床群

丁　場　名
、．王井青白1土羅石

2．乙河丙土井珪石

3・赤
F
岩
1 土獅

　　　　　1
4．a　一号上坑土井珪石

4．b旨号山琳珪石

5．品川本山 品川白煉瓦

6．桑の木2号品川白煉瓦

7．a品川三号品川白練瓦
　　　　　1
7．b品川六号品川白煉瓦

8．a杉山左坑丑井珪石

8’b椥噛土井珪石
9．a入江一号i土井珪石

9．b　三木，入江三木珪石

⑩新　宮薪響
　　　　　2

鉱石の種別品質

3級を主とする青白

特級を主とする灘

特級を主とする赤白

｝・特級を主とする
赤白．（青白）

　　　　　臼
撒愈とする舶

特級を主とする赤白

／特級ん1蔽赤白

∫

｝
　■

特級《ゾ1級赤白
（目多し）　　－

特級’》1級赤白

　（目多し）

特級～1級赤白
　（目多し）

畷蝶蛮農）

1既採掘量m3
1

少量
（3q×8又5）×7

（20×5×4）×2

50×10×1q
30×5×5

50×15×15　・

30×10×6

30×20×4
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15×15×7

30×12×4

25×8又3

｝15×10×5

　　　一

手OG×20×6

’
、
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地質略圖（岩生）

丁　場　名

一1f．上田山

12．三木坂口
－13．a市島山名

’13．b市島山名

　　　（休山）
ユ4．市島加賀山

　　　（休山）

一15．加賀山市島

業者名

ユ6．冨士市島

　　　一号山

，’17．a土井市島

．■7。b富士二号

　　　上坑
18。冨士二号中，

　　　下坑
19。冨士上垣虜

20．三木岡本

三木珪石

山名珪石

山名珪石

加賀山砿業

加賀山砿業

冨士珪石

土井珪石

冨士珪石

冨士珪石

冨士珪石

三木珪石

鉱石の種別品質
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　を形作つていることが少なくないQ

　　例　冨士上垣山，冨士市島

　　4．大部分が青白珪石である。

　　　　5．鉱篇・鉱量・採掘・現況

　　これ等Q概括的なことについては既に総読で

　述べたむ，それぞれの鉱床については別表に記

　した（第1表〉。

　　　　　6．探　鉱
　　亙）從来の探鉱

　　從来の探鉱は坑内採掘を象ねたものであつ

　て，露頭の下部へ向つて水干坑道を穿ち，着鉱

　するにおよび鉱体の落しの方向および延長方向

　に沿つて探鉱および採掘を行い，鉱体の尖滅，

　鉱体の断暦による断絶，鉱況不良等に遇うと，

　さらに奥へ向つて水平坑道を延長して新鉱体を

　発見し同檬の方法を繰返した。

　　從つて断暦による「ずれ』が少なく直ちに家

　の新鉱体が発見される場合には稼行が続けられ

　たが，「ずれ」の大きな場合にはその儘牛ば放棄

　された。
　　例桑の木…・南北断暦による鉱体の切断

　　　新　宮…・南向緩傾斜断暦による鉱体の

　　　　　　切断
　　　　　　（第1図，総読第4図）

　　また，鉱体の延長方向に対しても一旦鉱体が

　尖滅すると，その艦放棄されている。

　　2）　今後理論的に有効と思われる探鉱方法
國

・。　　　しかし・総説において述べた解釈に從えば・
駅

　次の三つの探鉱方法を操ることが新鉱床の発見

　に非常に有効であるQ

　　すなわち，酒梨鉱床群に於ては，

　　①鉱体が南北断暦で横断されてヤる場合・・

　　　…・断暦の東側または西側を同一坑準南北

　　　方向の立入坑道によつて探鉱する。　．

　　（2）鉱体力鞍傾斜南落しの走向断暦で切られ

　　　ている場合一・・その位置から同一坑準また

　　　は梢々低い（または高い）坑準を保つて鉱体

　　　に直角な立入坑道によつて探鉱する。一般

　　　に断暦先の鉱体は，断暦手前の鉱体の落し

　　　をその儘延長した位置にないからであるo

　　（3）赤色チャートと黒色千枚岩または輝緑岩

　　　との境に沿つて鉱体の尖滅した鑓先を坑道

　　　によつて遽亦するo

　　また，市島鉱床群においては輝緑凝友岩の上

　下盤に沼つて鑓先方向および立入方向に向つて
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．坑丙探鉱を行う。、

　3）　坑内探鉱の限度

　しかし，予想される　（1）鉱床の深さの大小と，（2）

磁体の分布の密度の大小および　（3）鉱区の錯綜とは坑

内探鉱可能性の程度に大きな影響を與える◎

　酒梨鉱床群においては乙河内・杉山，桑の木の一部等

を除けば，立入方向における鉱床群全体としての落しの

傾斜は個々の鉱体の落しの角度すなわち約30。～40。よ

りも遙かに緩く，李均10◎｛’20。程度と推定される（第5

図）Q從つて傾斜方向の鑓先に着鉱するための水準立入は

．坑準を約10m～15m下げても山の傾斜面を考慮に入れ

ると現存の立入に較べ宅約40m《’70m程長くなる◎坑

準の聞隔をさらに縮めることは危瞼であるしゴ水干立入

によらず，傾斜に澹つて烈坑を下すことは鉱石の搬出、

排水能率等から見て当座暫らくは兎も角，余り好重し

くない。故に経費面等の関係で約10m’》15m下部に水

・手立入探鉱坑道を設ける事が出来なければ探鉱の限度は

非常に挾くなる。しかし，鉱床の分布状態と集鉱系統と

を勘案すれば，立入探鉱坑道の数は最小限度に止めうる

し，これを蓮搬坑道とし，治鉱部分から鑓押しその他の

探鉱を行うことができる。唯i，鉱区が細かく分れてい

るめで，螺的に探鉱をi進めることにはf制約がある。

　市島地区においても山の被り戸）浅い部分を除いては同

様に考えうれる。

』地下における鉱体の分布密度如何はSystemati“な坑

内探鉱を行う事の可否を決する最も大きな要素の一つで

ある。酒梨，市島両地区においては，露頭は略々発見し

誰されているし，現在開発されている鉱体は乙河丙等坑

内探鉱によつて既に相当数の鉱体を発見している好例を

除けば大体それ等露頭の下部延長に相当する。

　從つて現在知られている鉱体の分布状態をこの地区に

おけるそれぞれの鉱床群の地表断面の肌態と見倣すこと

ができるし，これから地下の分布密度を予想することが

できる（総読参照）oかくて，乙河内における坑道探鉱の

実績等を加昧して予想される分布密度は約0・1km2に、

3，GOO’》2万ton程度のものが，赤チャー、トの上下盤のも

のを合せて約30個程度であつて7畑鉱山の如きSyste－

maticな探鉱によつて稼行を続行しうる・や否や眞に微妙

な條件という他ないσ

　上記Systematicな探鉱には勿講機械掘りを操用せね

ばならないo

　附：関係業者一覚表

会　　瀧　　名

土井珪石鉱業所

加賀山砿業所
晶川白練瓦株式会批

　　酒梨鉱　山
冨士珪石鉱業所
山名珪石鉱業所

・三木珪石鉱業所

事 務 所

兵庫縣氷上郡吉見村市島

編知山市上柳町7番地

兵庫縣氷上郡美和村酒梨

編知山市内記コ丁目

兵庫縣氷上群吉見村上田

兵庫縣氷上郡吉見村市島［
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